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フィブリノーゲン（1000mg/dL）-赤血球浮遊液、アルブミン（5g/dL）-赤血球浮遊液④分子量、濃度の異なる
デキストラン-赤血球浮遊液 
その結果、Htと通過時間は正の相関を示し、血漿は生食と比較して有意に赤血球浮遊液の通過時間を延長し
た。変形能を消失した硬化赤血球は通路を完全閉塞した。フィブリノーゲンは通過時間を有意に延長したが、
アルブミンでは有意差は認められなかった。デキストラン-赤血球浮遊液の通過時間はデキストランの分子量お
よび濃度依存性に延長し、デキストラン-赤血球浮遊液とデキストラン溶液通過時間の比は、デキストランの分
子量および濃度にかかわらず一定であった。 
このことから、MC-FANにて評価される毛細血管レベルにおける血液流動性は、赤血球集合の影響は受けない
が、Ht、赤血球変形能、溶液の通過時間（血漿の通過時間）の影響を受けることが明らかとなった。本研究結
果はMC-FANを用いて、種々の条件下における血漿や赤血球浮遊液の通過時間を測定し、また観察を行うことに
より末梢循環に影響する種々の因子（疾患、薬剤、食事、飲水、運動など）との関連の一端を明らかにできる
と考えられた。 
以上のように、本研究は健常人赤血球が微小循環にどのような影響を与えるのかを明らかにすると共に、末
梢循環の動態研究におけるMC-FAN利用の意義を示したもので、今後の臨床における末梢循環の研究に寄与する
点が少なくないと考えられる。よって、著者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
